
１　運行日（予定）
　　
　　年間合計　９５日運行

4月 5月 6月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 3 1 2 3 4 5 6 7

1日便 1日便 1日便 放課後便

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14

放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21

放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28

放課後便 放課後便

27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31 29 30

放課後便 放課後便 放課後便

10 7 3

7月 8月 9月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 1 2 3 4 5 6

午後便 放課後便 放課後便

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13

午後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便

13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20

放課後便 午後便 放課後便 放課後便

20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27

午後便 午後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便

27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30 28 29 30

午後便 午後便 午後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便

11 31 6

14

10月 11月 12月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 1 2 3 4 5 6

放課後便 放課後便 放課後便

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13

放課後便 放課後便 放課後便 放課後便

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

午後便 放課後便 放課後便 放課後便 放課後便

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

放課後便 放課後便 放課後便 午後便 午後便 午後便 午後便 午後便

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31

放課後便 放課後便

7 30

5

1月 2月 3月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

放課後便 放課後便

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

放課後便 放課後便 放課後便 放課後便 午後便 午後便 午後便

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

放課後便 放課後便 前期 放課後便 放課後便 午後便

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

放課後便 1日便 1日便 1日便 1日便 1日便

25 26 27 28 29 30 31 4 29 30 31

1日便 1日便

7 10

放課後便 67

午後便 18

1日便 10

95

２　運行車両

受託者調達バス（定員28人以上）３台

　なお、グラウンド横には路線バスのバス停があるので、駐車時に問題とならないよう調整すること。

　また、折り返し便以外は各学舎内の敷地内で待機することはできないので留意すること。

令和7年度　　学舎間バス運行予定表

＊宮津学舎の敷地内へ入るには、正門前の丹鉄高架下トンネル（高さ３ｍ）を通る必要がある。そのため、マイクロバス以外だと生徒の乗降

場所は、府道９号線の宮津学舎グラウンド横となる。なお、高速道路方面（南進）へ向かう時でも、乗り場はグランド横となり、いったん北

進し、どこかで方向転換をする必要がある。南から北へ進むときも同様である。


